
1 西鶴山小学校 66-9273 畠田 53 広域 500 2,000 ○ × × ○

2 西鶴山保育園 66-9614 畠田 8-1 収容 80 ○ × ×

×

×

○

3 西鶴山公民館 66-9545 畠田 102-1 広域 50 ● × ● ●

4 香登小学校 66-9003 香登本 908 広域 600 3,000 ● ● ● ●

5 香登認定こども園 66-9106 香登本 1059 収容 60 ○ ○ ○ ○

6 香登公民館 66-9001 香登本 745-1 広域 50 ● ● ●

7 大内保育園 66-9560 大内 948-5 収容 100 ○ ○ ○

8 伊部小学校 64-2069 伊部 1415-2 広域 800 3,000 ● ● ● ●

9 備前中学校 64-3365 伊部 1857 広域 1,500 5,000 ● ● ● ●

10 伊部認定こども園 64-2079 伊部 1818 収容 200 ○ ○ ○ ○

11 伊部公民館 64-2774 伊部 1776-1 収容 100 200 ○ ● ● ×

12 リフレセンターびぜん 64-3661 伊部 2264-2 広域 100 200 ● ● ● ●

13 勤労者センター 64-0790 浦伊部 161-1 広域 80 × ×○ ○

14 備前市総合運動公園体育館 63-3811 久々井 747 広域 2,000 ● ● ● ●

15 備前市民センター 64-1133 西片上 17-2 収容 1,000 × ● ● ×

16 片上小学校 64-2049 西片上 335 広域 800 3,000 ● ● × ●

17 備前緑陽高等学校 64-2871 西片上 97 広域 2,000 4,000 ● ● × ●

18 備前商工会館 64-2885 東片上 230 収容 190 ○ ● × ×

19 大東自治公民館 東片上 564 収容 50 ○ ○ × ○

20 閑谷自治公民館 閑谷 208 収容 50 ○ ○ ○ ×

21 木谷自治公民館 木谷 46-1 収容 50 ○ ○ × ×

22 伊里中自治公民館 伊里中 295 収容 50 ○ ○ × ○

23 蕃山自治公民館 蕃山 391-1 収容 50 ○ ○ × ×

24 養護老人ホーム蕃山荘 67-0703 蕃山 1309-1 収容 50 200 ○ ○ × ○

25 伊里中学校 67-0334 麻宇那 1160 広域 1,000 4,000 ● ● ● ●

26 伊里公民館 67-0001 友延 409 収容 100 ○ ● ● ×

27 伊里小学校 67-0024 友延 350 広域 1,000 3,000 ● ● × ●

28 穂浪自治公民館 穂浪 3050 収容 100 × ×○ ○

29 木生自治公民館 穂浪 1302-1 収容 50 ○ ○ ××

30 伊里漁業協同組合 67-0016 穂浪 2837-5 収容 100 × ○ ○ ○

31 鶴海自治公民館 鶴海 1536-1 収容 50 ○ ○ ○ ×

32 沖自治公民館 鶴海 4155 収容 50 ○ ○ × ○

33 東鶴山小学校 65-8028 佐山 2721 広域 600 3,000 ● ● ● ●

34 東鶴山公民館 65-8001 佐山 2616 広域 50 ● ● ● ●

35 東鶴山認定こども園 65-8137 佐山 2616 収容 50 ○ ○ ○ ○

36 三石小学校 62-0028 三石 3215 広域 500 1,500 ● ● × ●

37 三石中学校 62-0064 三石 3215 広域 1,000 5,000 ● ● × ●

38 三石公民館 62-0811 三石 1094 収容 200 ○ ○ ○ ○

39 三石認定こども園 62-0111 三石 54-1 収容 100 ○ ○ ○ ○

40 福石自治公民館 三石 1868 収容 50 ○ ○ ○ ×

41 五石自治公民館 三石 3873 収容 30 ○ ○ × ×

42 畑自治公民館 野谷 344-1 収容 30 ○ ○ ○ ×

43 荒神町自治公民館 野谷 431-2 収容 30 ○ ○ ○ ×

44 八木山自治公民館 八木山 202 収容 30 ○ ○ ××

45 八木山下（二軒屋）自治公民館 八木山 564-11 収容 30 ○ ○ × ×

屋内 屋外 津波 洪水
土砂
災害 地震

所在地
収容人数

電話番号 避難場所及び避難所 施設区分
災害種別毎避難場所区分

●は指定緊急避難場所を兼ねる

＜備前地域＞

避難施設一覧

避難施設の種類

指定緊急避難場所・指定避難所一覧

指定緊急避難場所

指定避難所

災害発生後の一時避難場所として、学校のグラウンド・公園・公共施設などを指定しています。

災害による家屋の倒壊などで、居住場所を確保できなかった人たちの収容保護を目的として、物資の運搬・
集積・炊事・宿泊などの利便性を考慮したうえで、学校・公民館・公共建築物などを指定しています。

※出典：気象庁 https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html

津波警報・注意報の分類

津波から身を守るためにどう行動するか

津波に関する「津波標識」

○とにかく逃げる

　強い地震 ( 震度 4 程度以上 ) を感じた時、また弱い地震であっても長い時間ゆっくりとした揺れを感じ
　た時は、直ちに海浜から離れ、急いで高台などの安全な場所へ避難しましょう。

○ポイント！

　津波の速度は速い。　：海岸付近で時速 30 ㎞程度。走って逃げられるものではありません。

　津波は何度も来る。　：津波は何度も押し寄せます。後から来る波の方が高い場合もあります。

　避難したら戻らない。   ：津波警報、注意報が解除され安心が確認されるまでは避難を継続して下さい。

地 震 が 起 きた 場 合、

津波が来襲する危険

のある地 域を示して

います。

津 波に対して安 全な

避 難 場所、高台を示

します。

津 波に対して安 全な

避 難ビルを示してい

ます。

大津波警報

津波警報

津波注意報

津波警報・注意報の種類

種類 発表基準 数値での発表
（津波の高さ予想の区分）

巨大地震の

場合の発表

想定される被害と

取るべき行動

発表される津波の高さ

津波対策について

予想される津波の高さ
が 高いところで 3ｍを
超える場合。

木造家屋が全壊・流失し、
人は津波による流れに巻き
込まれます。沿岸部や川沿
いにいる人は、ただちに高
台や避難ビルなど安全な場
所へ避難してください。

標高の低いところでは津波
が襲い、浸水被害が発生し
ます。人は津波による流れ
に巻き込まれます。沿岸部
や川沿いにいる人は、ただ
ちに高台や避難ビルなど安
全な場所へ避難してくださ
い。

海の中では人は速い流れに
巻き込まれ、また、養殖い
かだが流失し小型船舶が転
覆します。海の中にいる人
はただちに海から上がって、
海岸から離れてください。

10ｍ超

巨大

高い

（表記しない）

(10ｍ＜予想高さ )

10ｍ
(5ｍ＜予想高さ≦10ｍ)

5ｍ
(3ｍ＜予想高さ≦5ｍ)

3ｍ
(1ｍ＜予想高さ≦3ｍ)

1ｍ
(0.2ｍ＜予想高さ≦1ｍ)

予想される津波の高さ
が高いところで 1ｍを超
え、3ｍ以下の場合。

予想される津波の高さ
が 高いところで 0.2ｍ
以上、1ｍ以下の場合で
あって、津 波による災
害のおそれがある場合。
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